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た材料 から， 子供が好き勝手 に考えて， 一つの形ある
ものを作り あげるというものです。 諸君は先程も述べ
たように， これまで多くのinformation をE負の中 にWJ.
納してきましたし， これから大学でも， さらに多くの
in format ion を注ぎ込ん でゆくことになるでしょっ。
そこでfii] � 、たいのですが， 諸君は白分の持っているこ
れらのinformation を組み合わせ て， 一つのまとまっ
た巧えを打ち 出すことカ、できますか。 そういわれでも
柏木と追って， 簡単，には答えは出ないと思います。 そ
れカ、制しい一つの理由は， I nformat ion というものは
一応無形のものであり ， 無形のものを素材として， 無
形のまとまったものを組み立ててゆくということの剣
しさとともに， 多くのinformat i on をただ単に継ぎ合
わせ ればよいのではなし あるルー ルにのっとって組
み立ててゆかねばならないという点も難しきの一つの





私は今 日 の話しで， これまで， 諸君が本学に入学 し















っています。 近ごろの学生 の中に は， どうすれは、良い
友達が得られるか教 えてほしいと言ってくる者がいる
ようです。 恐らくそんな方は自分の中 にこもり切り に
なっているのではないかと思います。
大学にはもち ろんクラ ス もあり ます。 またスポー ツ
クラ ブ もあれば文化サー クルも数多くあり ます。 どう
か皆さん， 自分の中 に閉じこもってしまわずに， これ
らの課外活動グ ルー プに積極的に出掛けていって， 大
いに利用して下さい。 ある大学で卒業生 に対 して， 大
学丘学中 に何が自分の人 間形成にとって有益であった
かのア ン ケートを行ったところ， 41＇常に多くの者がク
ラ ブ 活動を挙げたということです。 諸君は服、すること
なし 積極的に自分に合ったサー クルを選んで， そこ
に飛び 込んでいって下さし、。 そしてその中 から良き友







昭和59 年4 月 10日
富山大学長 柳 田 友 道
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関 係 法 dローb』
（語習）
（諸官）
改正する 省令（ 文部 17)
4 ・11
法 律 （号外）
o国立学校設置法の一部を改正する法律(13) 4 . 12 o国立学校設置法施行規則の一部を改正す 4 . 11 
o国家公務員等の旅費に関する法律の一部 る 省令（文部18) （号外）
を改正する法律（17) 4 ・ 24 o 国立大学の学科及び課程並び に 講座及び
学科 目 に 関する 省令の一部を改正する 省 4 ・11
政 令 令（文部 19) （号外）
o国立大学の附属の学校に関する政令のー o国立大学の大学 附置の研究所の研究部門
部を改正する 政令（76) 4 . 11 に 関 する省令の一部 を改正する省令（文 4 ・1l 
0日本学校健康会法施行令の一部を改正す 部20 ) （号外）
る 政令（88) 4 ・11 o 国立 大学共同利用 機関組織運 営規則のー 4 ・1 
0行政機関 職 員 定 員 令及 び 沖縄の復帰に伴 部を改正する省 令（文部21 ) （号外）
う行政機関 の職 員 の定 員 に 関 する法律の 0日本学校健康会法施行規則の一部を改正 4 ・11 
適用の特別措置に関する政令の一部を改 する 省令（文部22 ) （号外）
正する政令（92) 4 ・12 0大学入学資格検定規躍の一部を改正する
4 . 11 
0文部省組織令の一部を改正する政令（93) 4 . 12 省令 （文部2 3) （号外 ）
o国 立大学の 大学院に 置 く 研究刊の名称及 0教員資格認定試験規程の一部を改正する
4 . 11 
び課程を定める 政令の一部を改正する政 省令（文部24) （号外）
令（9 4 ) 4 . 12 0文部省設置法施行規則の一部を改正する
0教育公務員特例法施行令の －部を改正す 省令 （文部25) 4 . 12 
る政令01� 4 . 24 。文部省定員規則の一部を改正する省令
（文部26) 4 . 12 
省 令 0 l'tl立学校設置法随行規則の一部を改正す‘
0大学 入学資格検定規程等 の一部を改正す 3 ・31 る省令（文部27) 4 ・1 2
る省令 （文部 8 ) （号外） o国立大学の学科及び‘課程並びに 講座jえび
0国立 大学共同利用 機関組織運営 規則の一 3 ・31 学科目に関する省令の一音｜；を改1Eする省
部を改正する省令（文部9 ) （号外） 令（文部28 ) 4 ・12
o 国立大学の大学 附置 の 研究所の 研究部門 。悶立大学の大学問置の研究科の研究部門
に 関する省 令の一部を改正する省 令 （ 文 3 . 31 に関する省令の一部を改正する省令（文
音FilO) （号外） 音l\29 ) 4 . 12 
0日本学校健康会法施行規則の一部を改正 3 ・31 0国立大学共同利用機関組織運 営 規則のー
する 省令 （ 文部 1 ) （号外） 音I＼を改正する省令（ 文部 30 ) 4 . 12 
0文部省設置法施行規則の一部を改正する 4 . 11 o国家公務員 等の旅費支給規程の一部を改
省 令（ 文部 16 ) （号外） 正する省令（大蔵17) 4 ・24
。義務教育費国庫負拡l法第2条m書の規定 0教育公務 員 特例法施行令第3条の2の規
に基き教職員給与官等の国庫負担制の最 定に基づく文部省所轄機関等の長等の選
高限度を定める政令施行規則J Jえび 公立養 ；考の手続及び任期等を定める手続に閑す
護学校指備特別·HV置法施行規則の一部を る 省令 （ 文部 31 ) 4 . 24 
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規 則 0大学 院 及 び 大学 院 の研究科の設置を認可
0人事院規則（俸給表の適用範囲）の一部 した件（ 文部 40 ) 4 ・4
を改正する規則（ 人 事院9 - 2 )  4 . 1 2  o昭和59年度学校図書館司書教諭講習実施
o人事院規則（俸給の特別調整額）の一部 要 項を定めた件（ 文部47 ) 4 ・1 4
を改正する規則 （ 人 事院 9 1 7 ) 4 ・23 0大学 入学 資格検定規程の受検科目のうち
工業 基礎を選択できない年 を指定した件
告 示 （ 文部48 ) 4 . 18  
0無線従事者国家試験の一部を免除する学 0無線従事者国家試験の一部を免除する学
校 として認定した件の一部 を変更する件 校等を認定した件 （ 郵政306 ) 4 ・20
（ 郵政238) 4 ・ 2
学 内 規 則









和48年 1 2 月18日 制定） の一部 を次のように 改正する。
附則 （ 昭和48年 1 2 月1 8 臼 ）第2 項を削る。
附 則
この規則は， 昭和60年 3 月3 1 日 から施 行する。
砂高山大学経営免iJtJJ大学部教員の停年に関する規則
の改正埋由
昭和56年 法律第77 号により ， 国家公務 員 法の一部 が
改正され， 定年 に関する規定が定められ， 昭 和60年 3
月3 1日から施 行されることとなった。
このことに 伴い， 本学 の教 職員 の停年 退職の日 をこ
れ に合わせ るため， 従 来 「富山 大学 経営短期 大学部 教
員 の停年に 関する規則（ 昭和48年 12 月18 日 制定） 」の





昭和59年 4 月5 日 富山大学長 判ll回 友道
富山大学公開講座規則の一部を改正する規則
富 山 大学 公開 講座規則 （ 昭和57年 1 1 月12 日 制定）の
一部 を次 のように改正する。
第 7 条 第 2 項中「1,500 円」を「2 ,500 円」に改める。
附 則
この規則は， 昭和 59年 4 月5 日 から施 行し， 昭和59
年 4 月1 日 から適用する。
砂富山大学公開講座規則の改正理由
国立の学校における授業料その他の費用に関する省
令の一部 を改正する省令の制定等について（ 事務 次官
通達， 昭和59年 3 月3 1 日 文大生 第 1 39 号 ） に基つ、き講習
料 の 額を改定するため。
富 山 大学学則の一部改正
富 山 大学学 則の一部 を改正する学 則を次 のと おり制
定する。
昭 和59年 4 月20 日 富山大学長 柳田 友道
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学
を ( 1 ) 研究生に係る授業料の額は，前期にあっては月
額12 ,000 円と し， 後期 にあっては月 額14,000 円と
する。





















｜合 豆一上1 ,195 名1 4 ,  770 名｜ 」
仁王二 計 1 ,195 名 I 4 ,  78竺」 」
に改める。
別表 第 4 中 「1 2 ,000 円」を「1 4 ,0 0 円」 に， 「6 ,000
円」を「7 ,000 円」に改める。
附 則
こ の 学則は， 昭和59年 4 月20 日から施 行し， 昭和
59年 4 月 1 日 から適用する。 ただし， 7]JJ表 第 1 の 改
正に ついては， 昭和59 年4 月1 1 日から適用する。











の 始期 が昭和59年 4 月l日 以後であるものを含む。）
に係る授業料 の 額は， 昭和59年 度に限リ ， 前期 （ 4 
月1 日 から9月30 日 ま でをい う。 以下 同 じ 。）又 は後




















昭和59年度第1回事務協議会（ 4 月 1 2 日 ）
（審議事項）
(1）当面の諸問題について
昭和59年度第1回部局長懇談会（ 4月13 日 ）
（審議事項）
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唱＂＂＇訟歯鴫園田崎＠
人 事 異 動
異動区分 発令年 月日 氏 名 異動前 の所属官職 異 動 内 谷 任命権者
t長 用 59 . 4 5 当t=lτ 野 敏 邦 技能補佐員（施設課機械操作手） 富山大学長
II 西 F品 健 一 臨時用務 員（ 教養部 作業員 ） II 
59 4 6 福 回 千恵子 事務補佐員 （ 教 育学部） II 
59 . 4 .  1 0  百千 藤 昭 人 教務補 佐員 （ 教養部 ） II 
59 . 4 .  1 1  本 田 善 彦 事務補佐員 （ 附属図書館 ） II 
II 藤 木 嫡＝郎 II II II 
59 . 4 1 6  辻 %；八郎 臨時用務員（教育学部作業員） II 
II 仙＇＇＼＼： 谷 喜久二f 事務補佐員 （ 工学部） II 
II 1.t 久 ，）じ1 ρ II II II 
II ｜吋 rm 5i1 、 T II II II 
II 松 崎 素 I II （ 教養部） II 
59 5 1 亡Eゴ[7 LU 尚 日l、 助手（ 理学部 ） II 
H 任 59 . 5 1 官官 ＇＆� �！ 文部:rj\.務’1'\" （厚生課） 厚生課保健係保健主任 II 
転 t壬 59 . 4 .  1 1  寺i1亨j主 市E II （人文学部・理学部） 国立立山少年自然の家庶務課庶務係 I i i:’；r然Jに のな’山永 1少•11-年Lと
II 古ー Jll 泰 リム II （ 税消学者｜；） II II 会計係 II 
II 釜 倉｛変 子 II （ 庶務部 人 事課） II II 庶務係 II 
II ）藤 城 大 志 II II II 業務課業務係 II 
f井 ff 59 4 1 松 井 茂 昭 教諭（教育学部附属養護学校） 教育学部附属養護学校高等部主事 富山大学長
59 . 4 1 1  ミ宇 津 達 範 文部事務官（人文学部・理学部） 併任を解除する ［�’ 然＿＼1：、立の 家Ll1 ，少折年lと
II Lート" ）｜｜ 泰 日ム II （ 経済学部 ） II II 
II 藤 城 大 ， ，土ふr、 If （庶務部人事課） II II 
II 釜 倉 俊 子 II II II II 
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学 内 諸 報
�居時I!'




名誉教授 黒坂 富治 勲三等旭日中綬章
名誉教授 志甫 傍逸 勲三等旭日中綬章






















































日行手［］59年5 Jj 1日発行 品見守ー
山大学教校L教養部）とな り ， ！日i]59年4月1日限 り 停
年 に よ り 直職された。
本学教養部自然科学系列数学犯l当教授として着任以
来 ， 常に 厳正な教 育姿勢のなかにも終始懇篤な溢情を
もって， 教養部学生 の教 育指導 に当 リ ， 将来 の社会 を
背負う基礎教 育に専念され， 優秀なる人 材育成に貢献
報 第246号
さjLた。
一方， 数 字：の教授として研究に 従事さjし 研究 論文
として， 「有理数 の正則連分数 展開の長さ」をはじめ
その他多数 の論文を発表し， 広く関 係学 会 からも高い
水準を示すものであると評価されている。
海 外 渡 航 者
渡航の種類 所属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ヲ 期 問
59 4 4 
外 国 出張 教 育学部 助教授 j度i呈 主詳細胞繰藻の微細構造の研 究アメリカ 合衆 国 のため 60 3. 20 
“続 成作用と変成作用” シ ン 59. 4 .  9 
II 五力 手 丸山 茂徳 連 合王 国 ポジ ウム に出席・論文の発表
及 び 野外での討論のため 59. 4 .  2 1  
59. 4 4 
理学 部 教 授 小林 負作 中華人民共和 国 コ、、マ研究開 発の国際交流のため
59 4 .  10  
海外研修旅行 ユー ラ シ ア フィリピン 海プ
59 4. 22 
II  E力 手 竹内 章 � a、 i� レート境界のジ オ ダイナミクスに 関 する中国 フラ ン スコ
ロ キ ウ ム に 参加のため 59. 5. 1 
イン ドネシ ア 地質及 び 海水準変化 の協同研
59. 4 .  22 
教 養 部 教 授 藤井 昭二
マレ シー ア 究のため 59 5. 9 
学術講演会の開催
去る4 月 24 日 （ 火）教 育学部附属教 育実践研究 指導セ
ン タ にー おいて， 「シ ェー ク スピア時代における英 国
の地理」と題してケン ブリッジ 大学グラスコ ッ ク 博士
による学術講演会 が開 催された。
この講演会 は， 同 博士が砺波市で行われた日 本歴史
地理学会 出席のため来 富されたのを機会 に， 教 育学部
及 び同 学部社会科地理学教 室が主催して開かれたもの
であるが， 当初50名程の予想を大幅に上まわり， 当日
は100 名余の本学教 官， 学 生 で会 場は超満員となった。
シ ェー ク スピア時代の英固め歴史的背景をもとに，
- 1 0一
当時の建築物 （ 教会 ， 民家など）や地割の様子ーなどに
ついて， スラ イドを用いながらそれぞれ具体的事例を
まじえての講演であった。 講演は通訳なしの英語で行
われ， 話の内 容は勿論さらに 生 きた英語の学習 も兼ね
て出席した学生 もあった。 会 場はきながらケン ブリ ッ
ジ 大学 の講義室が富山大学 に越 してきた感があった。
講演が終了したあとのディスカ ッシ ョ ン も活発に行
われたが， そのあとも熱心な学生 たちの真剣な質問ぜ
めに同 博士はうれしい悲鳴という様子であった。
U（件fl59年5 )j 1日発行 品同’チ 報 ?fi246号
シリーズ「富 山 大 学， あの日あの頃」（ 8 ) 
くつれづれの思い出〉
私が’品 山 に 来 た の は 昭和30年 3 月 1 日 であ っ た c そ
れ は も う 29年 も 前 の こ と に な る 。 そ の 後 の 勤 め を 差 し
引 け ば 間 半世紀に ！Ii い 歳 月 に な る 。 し か し ， そ の 期 間
は 余 り 永 い と は ！感 じ な か っ た 。 と い う の は 今 は 忘却 の
彼 方 に あ る が， そ の 時 代 の 方 々 は す でに お 罷め に な っ
て お ら れ る だ ろ う し ， えfU1はー 些 か の 記憶 も な い か も し
れ な し 、。 し か し ， そ れ ま で役 人生 前 を し た 私 に と っ て ，
続験し た こ と の な い 一 つ の カ ーオ ス を 覗 L 、 た の か も し
れ な い 。 私 と し て は 一 つ は 正 義観か ら ， ま た 一 つ に は
続 発 を ｜；万 ご う と い う お せ っ か い な 勾 Inか ら 一大q：教’n・ の
佐 川 に 跳 び こ ん だ か も し れ な し ミ 。 と い う の は そ の 頃 I
教ほ の 村 八分＇｝°；門会が あ っ た か ら であ る 。 こ れ は あ ま り
愉快 な I i ＼ �こ が で な い の だ が・ ・ ・ ・ ・ ・ ;fl、 に は 印 象 派 い 山 来斗L
だ ゥ た と し か i主べ な い で・・－ あ と は そ の こ と の是 々 刻
々 は 後－1u�のl任 史 カ 、 j‘＆ 1; 、 て く れ る と 巧 え て い る 。
在、 の半�I ＝. で愉快 だ っ た こ と は f11J と い っ て も l 数 名 の
ん と カ ウ ン セ リ ン グの 百品 、 を も っ た こ と で’ あ ろ う 。 し
か も 数 れ の 7・ 外 の 人 j主 が 参 ）Jll さ h， 恰 も ’芋 外 協 11.i］ を 地
で行 っ た こ と であ る 。 l’！ 然i訟の �l/ J.文 の ii古 も 出 て 向 分 ｜’｛
身 に 対 し で も JI ： 常 に 参 イちに な っ た 。 H寺 に は 学 外 の 1i を
’"j: q：＿ と 11 \J j主 え る こ と も あ り ， 必要 を ！岳 じ 外部か ら 何度ー
も ，tiWf:r!i を H{ 1; 、 た 。 こ れ は 他の 人 に も 勿 論の こ と 自 分 自
身 に も ｝，� ＼； 、 に 参 与 に な った。
説。rli は 友 LI:! 不 二 男 氏や伊東 同氏 ら で あ る 。 此 頃 か ら
心思療法 と し て 「 ヨ ·／f」 な とeが流行宇 し た よ う に 思 え る o
:.t も そ の 前 に ロ ー ル シ ャ ツ ハC AT TAT PFT MMIT 
ク レ ッ ペ リ ン な ど の 治 療 に 出 向 す る も の も あ っ た が・ 一 。
処でカウンセリングはサイコドラマ（心理劇）な ど
が一種の 治療法 と 云 っ て よ く カウ ン セリ （被相談 者）
を カウ ン セ ラ （相談者）が， ブー パー に 我 と 汝 の執筆
者 な ど の 哲学 を 根拠 と し て一一我 国 の 「禅」 に 近 い と
富 山 大学 名 誉教授 の 会 入 沢 寿 夫
感ぜ ら れ る 一一対決す る も の と 感ぜ ら れ る c 夜、 は 椅i の
/jがよ り 深い と 思うc な お深〈杭；；すすべ〈， 禅に ；三入
ろう と す る 人もい た。
カ ウ ン セ 1 ） ン グは 必ず相手 が必要で、あ る し 禅 の よ う
に 一 人 で坐 る こ と も 出 来 な い の で， 研究集団 を 形 成 し
て 「 カ ウ セ リ ン ク研究会」 と 名 づけ ， 不 肖 私 が 会 長 と
な り 集 会 を 月 一 回 開催 し た 。 月 一 回 と は 大 層 熱心 な こ
と で あ リ ， 今か ら 思 っ て も よ く 続 い た も の だ と 思 う 。
有j！ と の 呉ー｜長］ を 検討す る と カ ウ セ リ ン クは ， 飽 く ま で
カ ン セ ラ ー が一 対 で カ ウ ン セ リ ー を リ ー ド し ， 仰 の 作
務 に 当 た る も の が 目 立 た な い の に n L ， 禅 は 考 案 （ 問
題 を 持 っ て 1(ij 惜 し ） し つ つ噌 ま た 我 を 無 に し よ う と し ，
日見 は r( :1�： 11 1 i坐す る こ と に よ っ て 、 我 を 無 く し て ひ た す
ら .t firll に 対 し て 符 え る … ・ － 大 ざ っ ぱ に 2よ っ て こ の よ う
に 述べ る こ と が出来 ょ う 。 し か し Mi斗i に か く 述べ る こ
と は f! Li'!Hこ す ぎ て 精 細 な 表現に な ら な いか も 生II れ な い
か ら ， j[ftffi な 伝達 と し て は イF別 の機会 に し た い と 思 う 。
先般 （ 58年 6 Fl ） 何年振 り か で出 山 へ の 往 訪 lこ 対 し
て ， ザ： 外 の }j に も 多 く お 目 に か か っ た 。 出か く 迎 え て
Jf{ き 大変叫 し か っ た 。
過 ぎ 去 っ た あ の 頃 か ら 現tiー ま での繋 り を 振 り 返 っ た
こ と であ っ た が． そ の折松木町 を ぶ ら つ い た じ：（［ を 想 い
出 す と 自 然飲 み 友 達 が 目 に 浮 ん で く る 次 第 だ っ た 。 時
に は 呉羽 山 でぞ ミ を し た り ， 美 し い 111 . 河 の 富 山 を 想
い 出 す 度 に ， 自 然 と 親 し ん だ 山 半世紀 を 印 象深 い も の
に し て 呉 れ る 。 想 い は 次 々 と あ る が今 回 は 以上に し て
お き た い 。
筆者 ： 昭和30年 3 月 富 山 大学 に 着 任
昭和53年 4 月 停年退職





助 手 吉 田 尚 弘
（ ｜注水学）
教 養 部
事（ 保務健補体佐育員） 松崎 素子
〈住所変更〉
経済学部
助 教 授 飯 出 ｜剤 史
工 学 部






文部 技 官 山 本 辰 美
文部 技 官 山 本 健市




丈部事務官 脇坂 勝 人
。 退庁， 退室の際 に は ， 電気， ガスの 消 し 忘 れ， タ バ コ の吸殻の後始末 に 十分注意 し ，
火 災 の 予 防 に 心 が け ま し ょ う ．グ
- l L 一
。 電気， ガス， 水の省 エ ネ ・ 省 資 源 に 協力 し ま し ょ う ．グ
。 構内での 自 動車等の運転は， 教育 ・ 研究 に 支障を来 さ な い よ う 安全運転 に 努め定め
ら れた交通方法， 歩行者の安全及 び騒音防止 に努め ま し ょ う ．グ
JI（｛和59年5 } J l l 1 発 行 学 報 第246サ
主 要 行 事
本 部
4 月
2 - 4 I J  昭和59年度 入学：手続 （ 於 学 生 会 館 ）
9 日 部課長会議
10 1:1  i昭 和59年 度 入学 式 （於 黒 田 講堂 ）
1 0 ～ 1 3 1:1 昭和59年 位 入学 牛 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 1  H 昭和59年位 入ザ：中ltd'.！.来日会 断
1 2  u �·； 1 [l!] -bJH：労 協 議 会
1 3  lJ 第 i tqJ rm h；］ 長 懇 談 会
1 7  L1 部 課 長 会議
1 9  i·J 会計係 以 会議
�＇＼39 凶 米 海 ・ 北l；判也 ［：＞（ ［＋［ ：、工 大学等地設部課長
会議 （ 於 1'iJ'f [;{;j 大学 ）
収 支判 手 減 免jj� )j � i i 会
第 1 lりl tiil '4 協 議 会
2 0  1 1  tf\ 1 IPI z「｜＼議 会
第 l llil ＇芋＇tf fill＇♀ 委 以 会
23 u Jjf�務 関 係 ！－）·� 務 i制 作 （ 続f盟問； ・ 施 設 課 ）
24 u 昭 和 59年 度 学校 法 本制作説明 会
（ 於 :{', 1 1 1 医 大手： ）
24 ～ 25 H 東 海 ・ 北｜みJ也 氏 ［ti立学校等 会計部課 長 会議
（ 於 浜 松 医 科大学 ）
26 L I  第 1 凶 1/xM’lt l 』 i] f,/: ＇｝じ家総介尖験室運営委民
正入Z三
l�｛ 山 大学 名 省、教技称号技与式
)jf�務関 係事務；出Lfl' （ 庶務 部 ・ ト リ チ ウ ム 科
学セ ン タ ー ）
第 1 回 学 閲 ニ ュ ス 編集 委 員 会
27 日 第 1 回低品液化主運営委員 会
第41 回構内 交通対策 委 員 会
服務 関 係事務調査 （ 学生部 ・ 保健管理セ ン
9 日 学部教務委 員 会
教 授 会
1 1 日 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康診断
学部補導委 員 会
大学 院構想検討打合せ 会
1 2 日 前学rn1授業開始
1 3 日 職業補導委 員 会
1 4 日 紀要委 員 会
1 6 日 学 部 図 書委員 会
1 8 日 大学院設置推進委員会
学部教務 委員 会
24 日 ！財務 関 係 事務調査
25 日 教授会
人事教段 会
26 日 大学院設置推進委 員 会
27 日 4 年次学生就職 関 係 等 説 明 会
28 日 学部卒ill導委員 会
也j守 学 部 ｜
4 月 5 目 前学期技業開始
5 ～ 6 日 春季北陸地区 教 員 養成学部事務長協議会
（ 於 上越教育大学 ）
6 日 附属小学校第 l 学期始業式
附属幼稚 園 第 l 学tt!I 始業式
7 日 附属小学校 入学式
附属 中 学校 第 1 学期始業式
9 日 附属 中 学校 入学式
附属養護学校 第 1 学期始業式
1 0 日 学部補 導 委 員 会
附属養護学校 入学 式
タ ー ） 附属幼 稚 園 入 国 式
1 1 日 紀要編 集 委 員 会
新 入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康 診断
人 文 学 部 ｜ 学部教務 補導合同 委 員 会
学部教務委員 会
4 月 4 日 大学院設置推進委 員 会 教 授 会
円ペU
昭 和59年 s n i u 発千］ 学
1 8 日 学部教務 委 員 会
人事教段 会
学部 白 熱；観察実 習 セ ン タ 一 委 員 会
21 日 カ リ キ ュ ラ ム 検討委 員 会
24 日 自 然観察実 習 セ ン タ 一 運営委 員 会
学 術講演会 （ ケ ン ブ リ ッ ジ 大学教授 グ ラ ス コ
ッ ク ）
25 日 学部教務委員 会
教授会
26 日 服務関 係事務調査







4 月 7 臼 学部教務 委 員 会
教授会
9 日 前学期授業 開 始
1 1 日 新 入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康診断
学部将来構想検 討委 員 会
1 6 日 学部補導委員 会
学部教務委 員 会 （ 持 回 リ ）
1 8 日 各種委 員 選 考委 員 会
教授会
23 日 学部職業補導委 員 会
25 日 論集委 員 会
学部教務委 員 会 （ 持 回 り ）
26 日 学部補 導 委 員 会
27 日 服務関 係事務調査
E里 品比一r
Eh 
4 月 6 日 教育実 習 委 員 会
9 日 教技会
人事教授会
1 1 日 新 入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康診断
1 3 日 学部補導 委員 会
1 6 日 前学期 授 業 開 始
24 日 服務関係事務調査
25 日 教育実習 委員 会
27 日 学部補導委 員 会
｜ 工 学 空J
報 第246号




1 1 日 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康診断
1 2 日 前学期授業開始
13 日 係長連絡会
学部補導 委 員 会
18 日 移転実施計画 委 員 会
24 日 係長連絡 会
25 日 構内 交通対策委 員 会
服務 関係事務調査
事支 養 �
4 月 6 日 教務委 員 会




10 日 教養 部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 1 日 図 書委 員 会
推 薦 委 員 会
18 日 予 算 委 員 会
24 日 服 務 関 係事務調－従
25 日 補導委 員 会
教授会
紀要委員 会
｜ 附 属 図 書 勾J
4 月 3 日 係長事務 打合せ会
1 1 日 図 書館業務電算化研究会
1 7 日 商議会
1 9 ～ 20 日 第35 固 北陸信越地区 国 立大 学 図 書館協議会




- 1 4 -
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1 －月 5 日 昭和59年度 入学手続
9 日 第 1 回 教務委員 会
1 0 日 昭和59年度 入学式
新 入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 1 日 新 入生歓迎会
12 日 前学期授業開始
定期健康診断
第 1 回 教授会
19 日 第 I 回 財務 ・ 将 来構想合 同 委 員 会
23 日 第 I 回 授業料等減免選考委員 会
27 日 服務関 係事務調査
4 月 25 日 ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ 一 運営委員 会専 門 委
ム五口貝
｜ 保健管理セ ン タ ー ｜
4 月 5 日 臨時健康診断 （ 柔道部 ）




昭和59年度 富 山 大学入学者数
募 集 入 E」壬い・ 人 学 者 I勾 訂t
l主 ノ；｝ 名－人 員 数 男 女 県 内 県 外 現 役 j良 人 大学検定
人 文 学 部 人 文 学 科 90 90 (  52 )  38 52 45 (  3 1 )  45 ( 2 1) 65 (  4 2 ) 25(  1 0 )  。
人 文 学 音｜； 百古 学 丈 学 科 80 80(  66 )  14 66 42 (  40 )  38 (  26)  66(  5 7 )  1 4 (  9 ) 。
170 170 ( 1 18 )  52 1 18 87( 7 1) 83 (  4 7 )  13 1( 99 ) 39 (  19 ) 。
教育学部小学校教 員 養 成課杭 140 145 ( 1 1 9 )  26 119 120 ( 100 ) 25 (  19 ) 128 ( 108 )  17 ( 11) 
。
教育 学部 中 学校教 員 養 成課紅 50 45 (  25 )  20 25 29( 17 ) 16 ( 8 )  3 5 (  2 3 )  10 ( 2 )  
。
教育’字音｜；養，tW.＂／校教員養成；東京1\ 20 20( 1 9 )  1 9  13 ( 12 ) 7 (  7 ) 1 9 (  18 ) 1 ( 1) 
。
教育 学部幼fif ［弱 教 員 養 成課紅 30 30( 30)  。 30 24 (  24 ) 6 (  6 )  25 (  2 5 )  5 (  5 )  
。
240 240( 193 ) 47 193 186 ( 153 ) 54 (  40 )  207 ( 17 4 ) 33 (  19 ) 。
経 ｛庁 三J： 吉E t王 j汽 学 科 120 120(  12 ) 1 08 1 2  72 (  1 1) 48 (  1 ) 74 (  9 )  4 6 (  3 )  。
料 i汽 学 部 経 常 ＇.＇f： 手｜ 120 ※ 12 1 (  29 ) ※ 92 29 69( 24 ) ※ 52 (  5 )  94 (  2 7 )  ※ 27 (  
2 ) 。
特 i行 学 古｜； 経 常 法 学 科 60 60(  8 )  52 8 31 ( 7 )  2 9 (  1) 40(  8 ) 20 (  0 )  
。
300 ※ 301( 4 9 )  ※ 252 49 172( 42 ) ※ 129 ( 7 )  208 (  44 ) ※ 93 (  5 )  。
理ー ，γ： 者日 数 ，←目4安- 科 40 40(  13 ) 27 13 22 (  12 ) 1 8 (  1 ) 3 1( 13 ) 9 (  0 )  
。
理 学 百｜； 物 理 学 科 40 4 1( 2 ) 39 2 16 ( 2 )  25 (  0 ) 29 ( 2 ) 1 2 (  0 )  。
理 だ一山 音日 イヒ A寸iん- 手よト 40 40 (  19 ) 21  19 18( 1 1) 2 2 (  8 )  3 0 (  18 ) 10 ( 1) 。
理 学 部 生 物 学 科 30 30( 9 )  21  9 5( 2 )  25 ( 7 )  18 ( 7 )  12 ( 2 ) 
。
理 学 部 地 球 科 学 科 30 30 ( 0 )  30 。 4 (  0 )  26 ( 0 )  1 3 (  0 )  1 7 (  0 )  
。
5十 180 181( 4 3 )  1 38 43 65 (  27 ) 1 16 (  1 6 )  12 1( 4 0 )  60 ( 3 )  。
工 学 部 電 気 工 学 科 50 50( 0 )  50 。 3 1  ( 0 )  19 ( O )  39 (  0 )  11( 0 ) 
。
工 学 部 工 業 化 学 科 45 45( 10 ) 35 10 1 9 (  7 )  26 (  3 )  36 ( 10 ) 9 (  0 )  
。
工 学 部 金 属 工 学 科 40 40( 0 )  40 。 19 ( 0 )  2 1  ( 0 )  2 1( 0 )  19 ( 0 )  
。
工 学 部 機 械 工 学 科 50 50 ( 0 )  50 。 20( 0 )  30 ( 0 )  3 7 (  0 )  13 ( 0 )  
。
E－u －，aA 
昭和59年5月 l 日 発行
工 学 部 生 産 機 械 工 学 科 40 
工 学 部 化 学 工 学 科 40 
工 学 部 電 子 工 学 科 40 
言十 305 
品同寺一
40(  0 )  
4 0 (  2 )  
40( 1 )  










20( 0 )  20( 0 ) 29 (  0 )  1 1 (  0)  。
1 5 (  1 )  25 (  1 ) 30 (  1 )  1 0 (  1 ) 。
32 (  1 )  8 (  0 )  36 (  1 )  4 (  0 )  。
156 (  9 )  149 ( 4 ) 228( 1 2 )  7 7 (  1 )  。
メ口入 E十 1 , 195 ※ 1 , 197 ( 4 1 6 )  ※ 781 416 666 ( 30 2 )  ※ 53 1 ( 1 1 4 )  895 ( 369)  
※ 302 (  47 ) 。
注 ） （ ） 内数 字 は 女子で内 数 を 示す。
※ t;J: 私 費 外 国 人留学生 1 名 を 含む。
昭和59年度大学院入学者数
入 戸寸以」． 者 内 訳
区 分 募 集 人 員 入 学 者数 県 内 県 外 i良 人男 女 現 役
数 学 専 攻 8 2 (  0 ) 2 。 2 (  0 ) 
。 2 (  0 )  。
理 7 (  0 ) 2 (  0 ) 5 (  0 ) 6 (  0 ) 1 ( 0 ) 物 理 学 専 攻 8 7 。p寸且ー． 
化 学 専 攻 6 (  2 ) 6 (  2 ) 
6( 2 ) 10  4 2 。
。
研 生 物 学 専 攻 4 (  2 ) 4 (  2 ) 
4( 2 ) 8 2 2 。
。
勺九t, 
地 球 科 学 専 攻 8 3 (  0 ) 3 。 1 (  0 )  2 (  0 ) 
2 (  0 ) 1 ( 0 ) 
干ヰ 計 22 (  4 ) 1 1  ( 2 ) 1 1  ( 2 ) 
20( 4 ) 2 ( 0 ) 42 1 8  4 
電 気 工 学 専 攻 10  6 (  0 ) 6 。 3 (  0 ) 3 (  0 ) 
6( 0 ) 。
工 業 化 学 専 攻 1 0 1 1  ( 1 ) 1 0 6 (  1 ) 5 (  0 )  
10 (  1 ) 1 ( 0 ) 
工よ 3 (  0 ) ※ 7 ( 0 )  8( 0 ) ※ 2 ( 0 ) 金 属 工 学 専 攻 8 ※ 10 (  0 ) ※ 10  。
学
機械 工 学専 攻 2 (  0 ) 
1 ( 0 ) 1 ( 0 ) 2( 0 ) 10 2 。
。
4汗 生産機械工学専攻 4( 0 ) 1 ( 0 ) 3 (  0 ) 
4( 0 ) 8 4 。
。
q九t 
化 学 工 学 専 攻 4 (  0 ) 2 (  0 )  2 (  0 ) 
4( 0 ) 8 4 。
。
科 5 (  0 ) 4 (  0 ) 1 ( 0 ) 5 (  0 ) 電 子 工 学 専 攻 8 5 。
。
計 62 ※ 42 (  1 ) ※ 4 1  1 20 ( 1 ) 22 (  0 )  
39 ( 1 ) ※ 3( 0 ) 
ノE入J 1 04 ※ 64 (  5 ) ※ 59 5 
31 ( 3 ) ※ 33 (  2 ) 59(  5 )  ※ 5 ( 0 )  
（ 注 ） （ ） 内 数字は女子で内 数 を 示す 。※ は 私 費 外 国 人留学生 l 名 を 含む。
昭和59年度 専攻科入 学者数
入 ，詮j_・． 宰｛ 内 訳
区 ノY一J、 募 集 人 員 入 学 者数 内 県 外 J艮男 女 県 現 役 人
文 学 専 攻 科 1 0  5 (  1 ) 4 1 2 (  0 ) 3 (  
1 ) 5 (  1 ) 。
教 育 専： I文 科 5 6 (  5 ) 1 5 6 (  5 ) 
。 6 (  5 ) 。
経 済 学 専 攻 科 10  2 (  0 ) 2 。 2 (  0 ) 。
2( 0 ) 。
正口当、 E十 25 1 3 (  6 ) 7 6 1 0 (  5 ) 3 (  1 ) 1 3 (  
6 ) 。
（ 注 ） （ ） 内数字は女子で 内 数 を 示す。
昭和59年度経営短期大学部入学者数
入 且寸ιー 者 内 訳
区 分 募 集 人 員 入学者数 内 大学検定男 女 県 県 外 現 役 ；良 人
営干i，主」k主壬斗e， 
経営管 理 専 攻 60 46 34 1 2  4 1 ( 1 1 )  5 (  1 ) 24(  9 ) 
22(  3 ) 。
経営 ・ 法律専攻 40 35 27 8 3 1  ( 6 ) 4 (  2 ) 18 (  3 ) 
1 7 (  5 ) 。
メEコ入 言十 100 8 1  6 1  20 72(  1 7 )  9 (  3 ) 42 ( 1 2 )  
39 ( 8 ) 。
（ 注 ） ※ 入学者 の 出 身 w， 別 般l に つ い て は 出 身 校 で区分 し た 。
l ） 内数字 は 女子 で 内 数 を 示す 。
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昭和59年度富 山 大学学部学生数
（ 昭和59年 5 月 1 日 現ず1: )
教 養 音B ナ,,,,. 昔日 I! 1' 入 5十学 部 学科 （課程）
E疋 貝口
年 次 年 次 ::\ 年 次 4 年 次 Ii｛疋 貝回 計 l 男 計男 女 男 女 計 男 女 E十 男 女 女
人 文 学 科 90 360 38 52 90 33 59 92 47 53 100 53 44 9� 171 208 379 人 文 語 学 文 学 科！ 80 320 14 66 80 16 68 84 32 58 90 44 57 10 106 2地9 355 学 部 計 Ii 110 19811 277 680 118 170 49 127 176 79 1 1 l  190 97 101 457 734 
教トH発学成深校紅11 140 日o il 26 119 145 28 1 13 141 48 9 1  139 43 117 叫 145 440 585 
教小以養学成課校r.• !i 50 200 : 20 25 45 24 30 54 il 23 25 48 37 23 付 104 103 207 教 育
教義l J.”主童主 fJ’K戸己主十F立.，. 1: s
o
i : 20 !! 20!  学 部 20 19 20 15 3 18 21 19 10 81 





す960 1！ 古47 193 240 57 188 24s i! 74 163 237 82 189 211 !I 260 733 993 ニ＝一 二一
1 2 120 124 12 136 99 7 106 137 9 468 40 508 
経 済 経 営 学 科一f'→l: 十
120 29 ※ 121 101 3 1  1 4  1 12 120 14 � 41 1  88 ※ 499 
学 部 経 営 法 学 60 8 60 51 14 65 51 8 59 59 213 35 248 
計 300 49 ※ 301 276 57 333 248 29 277 316 28 削除1 ,092 , 163 挺 1 .255
数 字： !; 40 
一一 一 一











2 41 49 � 54 i 47 50 32 167 1 3  180 
19 40 27 16 30 19 49 15 12 バ 93 66 159 
9 30 26 9 23 10 33 19 8 27 1[ 89 36 125 





43 181 164 49 47 221 114 31 145 590 170 760 一一
電 気 工 学 50 50 58 。 。 61 48 48 217 217 
工 業 化 学 科 ！i 45 180 1 . 35 10 45 46 4 50 48 52 38 42 167 22 189 
一金 属 工 学 科 ； 40 160 40 。 40 54 。 54 34 37 40 42 168 5 173 
機 械 工 学 科ll 50 200 I 50 。 50 66 。 66 67 67 31 。 31 214 。 214 工学部
生産機械工学科 ！I 16011 40 40 。 40 52 52 52 。 52 31 。 31 175 。 175 
化 学 工 学 科 ｜ 40 160 38 2 40 52 54 43 。 43 43 47 176 184 
電 子 工 学 科！ 40 1601 39 40 44 つー 46 46 47 36 36 1 165 4 169 
1 , 220 292 13 305 372 8 380 351 8 359 267 10 てa7,; 39 1 , 32 1  一4, 780 ※ 781 416 東 1 . 197 918 429 1 , 347 926 358 1 , 284 876 359 1 , 562 ※5,063 
( i i . ） ※ Ii 彩、＇｛＇i 外l1il 人rn’子ん サ 1 f， を 合 む。
昭和59年度大学院学生数
（ 昭 和59年 5 月 1 日 現冶： ）
入学 栓、 1 年 次 2 年 次 f入, 五十区 ノit
定 員 定 員 五十男 女 言十 男 女 男 女 五十
数 学 専 攻 8 1 6  2 。 2 3( 1 )  。 3( 1 )  5( 1 )  。 5( 1 )  
理
物 理 学 専 攻 8 1 6  7 。 7 4 1 5 1 1  1 2  
学
化 学 専 攻 9( 1 )  1 3( 1 )  1 5( 1 )  1 0  2 0  4 2 6 。 9( 1 ) 2 
自ff
生 物 学 専 攻 8 1 6  2 2 4 4 。 4 6 2 8 究
地 球 科 学 専 攻 8 1 6  3 。 3 4 1 5 7 8 千ュ｝
計 42 84 1 8  4 22 24(2) 2 26(2)  42(2) 6 48(2) 
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電 気 工 学 専 攻 1 0 20 6 。 6 7 。 7 1 3  。 1 3  
工 業 化 学 専 攻 10 20 11 1 0  1 1 1  5 。 5 1 5  1 6  工
1 6  ii ※ 1 0 ｜ ※ 1 9  金 属 工 学 専 攻 8 。 ※ 10 9 。 9 。 ※ 1 9 
学
機 械 工 学 専 攻 3 10  20 2 。 2 3 。 5 。 5 
研
生産機械工学専攻 3 8 16  4 。 4 3 。 7 。 7 
3'E 
化 学 工 学 専 攻 6 8 1 6  4 。 4 6 。 1 0  。 1 0  手ヰ
電 子 工 学 専 攻 8 1 6  5 。 5 8 。 8 1 3  。 1 3  
計 62 1 24 ※ 41 1 ※ 42 4 1  。 4 ※ 82 1 ※ 83 
l口入 5十 1 04 208 ※ 59 5 ※ 64 65(2)  2 67(2) ※124( 2 )  7 ※ 131 ( 2 )  
（ 注 ） （ ） 内 は57年度 入学者 で内数であ る 。 ※ は 私費 外国 人留学生 1 名 を 含 む 。
昭和59年度専攻科学生数 （ 昭和59年 5 月 1 日 現在 ）
区 分 入学定員 男 女 合 計
文 学 専 攻 科 10  5 ( 1 )  4 (3) 9 (4) 
教 育 専 攻 科 5 1 5 6 
経 済 学 専 攻 科 10  2 。 2 
A口、 五十 25 8 ( 1 )  9 (3) 1 7(4) 
（ 注 ） （ ） 内は58年度入学者で内数であ る 。
昭和59年度 専攻生， 聴講生， 研究生数 （ 昭和59年 5 月 1 日 現在 ）
区
専 i文 ’性 耳忠 講 生 肩汗 ザプしロ 生
分
男 女 男 女 男 女ー
人 文 学 音E 4 5 9 1 。 1 
教 育 止イとん- 音E 7 5 1 2  
経 iJ者
，→竺ゴa， 百ず＇IS 3 。 3 
理 学 f百rrrい 1 。 4 1 5 
工 学 音｜； 2 。 z ※ 3  1 ※ 4  
教 養 苦E 4 。 4 
i仁入1 言十 1 7 10 27 ※ 1 2 2 ※ 14 
学 部 卒 以 k 14  9 23 ※ 1 2 2 ※ 14 
上 記 以 外 3 1 4 。 。 。
l口h、 1 7  1 0  27 ※ 1 2 z ※ 14 
（ 注 ） ※ は 中 国政府派遣研究留学生 1 ;f， を 含 む。
昭和59年度経営 短期 大学部学生数 （ 昭和田年 5 月 1 日 現在 ）
入学 総 年 次 z 年 次 3 年 次 正E入J 
区 分
定 員 ｛疋 貝口 男 女 五十 男 女 言十 男 女 言十 男 女 言十
幸営学干J斗t 経営管理専攻 60 1 80 34 1 2  46 27 22 49 5 1  9 60 1 12
 43 1 5 5  
経営 ・ 法律専攻 40 1 20 27 7 34 23 9 32 34 1 4  48 84 30 1 14 
ム口、 計 1 00 300 6 1  1 9  80 50 3 1  8 1  85 23 108 196 73 269 
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け は の 企 画
富 山 市 曙 町 8 4 
電 話 （33) 3 3 5 6 附
。。
